







































































































































 調査参加者は，新潟県にある小学校 6 学
年 1 学級 9 名である。調査は平成 23 年 11




































































3 216 Yu 計ドでやっちゃった。 
3 217 Ｔ やっちゃった。 
3 218 Ｔ 足し算の式に直して書くと
したらこうだよね？ 
3 219 Yu うん。 
3 220 Ｔ でも，これはちと大変だよ
ね？めんどくさいとか言っ
てた？ 
A16 1 Ａｙａ どっちがいい？珍しいのど
れ？ 
A16 2 Ａｙａ 小数式なにげにありそうだ
よね。 
A16 3 Ｙｕ いいよ，3つあるから考えて
適当に。 
A16 4 Ａｙａ ねえ，Yuさんもきてなにげ
になさそうなの選ぼう。 
A16 5 Ｎａｏ 小数は絶対ある。 




6 85 Yu なんで，２かける 4なんです
か？ 
6 86 Tae えーっと，やってみたからで
す。 
6 87 Yu 勘じゃねえか。 





















場面が見られたのは，2 時，7 時，13 時，
16 時であった。 









2 400 T この 2/5っていうのはさ。 





2 403 T 5÷2じゃないよ。（（2÷5）
×3と板書） 
2 404 Ｓｉｎ 0.4 
2 405 T ここで，0.4とすぐに尐数に
行かないで。 
2 406 T これ括弧外してもいい？ 
2 407 T これ計算の決まりで順番入
れ替えてもいいよね。 
2 408 T いいよね？ 
2 409 T 大丈夫？なんかきょとんと
した顔してるけど。 
2 410 Ｙｕ 2×3÷5 
2 411 T たとえば，（10÷2×3と板書）
これ 5×3で 15だよね。 
2 412 T やめた。（3を消し，5をか
く） 
2 413 T ごご 25だよね。 
2 414 T これ 10×5，50，50÷2，25
だよね？順番変えても答え
変わらないでしょ？ 
2 415 T だから，これも順番かえれ
る。 
2 416 T 都合のいいように（2×3÷5
と板書） 
2 417 Ｙｕ 6÷5 
2 418 Ｙｕ 1.2 
2 419 T 尐数にはいかないで 
2 420  （2×3）/5と板書 
2 421 Ｙｕ あっ，はい。 
2 422 T っていう風に変えてみまし
た。 
2 423 Ｙｕ うわー，めんどくさ。 
ここでは，教師は，2/5 を 2÷5 という式
として見ていることから商分数の考えを用
いた解法であるといえる。 
7 時では，3/4÷5 の分母の 4 を消すため








7 280 T だよね。こういう形になりま
せんか？ 
7 281 Yu おっ，あ，すげぇ。 
7 282 T で，これ分数の形に直してご
らん。どうなる？ 
7 283 Sin 20分の 3． 
7 284 T だよね，そのまま，書くよ。 
7 285 Nao おお。 
7 286 Sin なった。 
7 287 Masa できた。 














13 107 T かける 5倍しましたよね。 
13 108 Yu じゃあ，わる 5 
13 109 T 割る 5，かける 3しました
よね。 
13 110 Sin かける 3，違う割る 3 
13 111 T かける 3したから割る？ 
13 112 数人 3 
13 113 T つまり，8を割る 5して，
割る 3すればいいんだよ
ね。 
13 114 T 落ち着いて順番にやってみ
ましょう。 
13 115 Yu 1.6 
13 116 T あっ，小数にしないで。 
13 117 Yu えっと，8分の，ん？ 
13 118 Sin 5分の 8？えっ？ 
13 119 Yu 5分の 8。 
13 120 Sin うん。 
13 121 T これを割る 3すれば求めた
い答えになるはずだけど，
どうですか？ 
13 122 Yu あぁ，すげー。 
13 123 T なりますか？ 
13 124 Yu 15分の 8 
13 125 Nao あぁ，ほんとだ。 
13 126 Yu すげー。 
13 127 Sin おぉ。 













16 212 T 10人目の生徒 Kazuさんは 
16 213  2/5÷1/4と板書する。 
16 214 T ここまでいいでしょ。 
16 215 T Kazuさんは大好きな割り算
の決まりを使いました。 














16 217 T じゃ，同じ数掛けよ。 
16 218 T 5と 4の最小公倍数，みん
ないくつだ？ 
16 219 Masa 20 
16 220 T ああ，そうだ，じゃあ，20
掛けよ。 
16 221 T そうすると，(2/5×20を)
約分して？ 
16 222 T (分母の 5は約分されて)1 
16 223 Sin 5，…4。 
16 224 Yu 4 
16 225 T (分子の方は)4×2が 8。 
16 226 T 割ることの 
16 227  8÷と板書する。 
16 228  1/4×20を約分する。 
16 229 T 5 
16 230 T になりました。 
16 231  8÷5と板書する。 
16 232 Sin おぉ。 
16 233 T 分数に直して答えは 8/5。 
16 234 Sin はえー。 
16 235 Yu はや！ 
16 236 T とゆう風なやり方をしてし
まいました。 
























































た。以下は 5 時の 1 班の話し合いの場面で
ある。 
A5 6 Nao で，5/5㎡の花壇に 2回で 4/5
㎡にまくことができて，だか
ら 2回分の 4/5㎡の分子の 4
をとって÷2をして 2/5㎡に
なりました。 
A5 7 Nao 答えが 2/5㎡ 
A5 8 Ａｙａ 次，Yuさん。 
A5 9 Yu うーん，どれ言おう。 

































12 165 Ｔ 例えば， 
12 166 Sin 表？ 
12 167 Ｔ うん，表描いてどう書こうか
な。 
12 168 Ｔ ここがわからないんだよ
ね？ 
12 169 Sin はい。 
12 170 Ｔ で，矢印は四角に向かうと。 
12 171 Yu あぁ。 
12 172 Sin あ，それやったような気が 
12 173 Yu やった。 
12 174 Ｔ えっ，本当？どこで，いつ，
だれと？ 
12 175 Sin 前やった気がする。 
12 176 Nao 何かで習った気がする。 
12 177 Sin あっ，単位当たり。 
12 178 Ｔ あのー，かけるか割るか悩む
ときに 
12 179 Nao あっ，倍数だ。 
12 180 Ｔ 本当。 
12 181 Ｔ ここ÷3だから，ここ，いい
よね。 
12 182 Sin 下… 
12 183 Ｔ 下も÷3だ。ってことだね。 
12 184 Ｔ 逆を見れば，ここ×3だから 
12 185 Sin そこも×3 
12 186 Ｔ はい，ここも×3だっていう
お話ができそうです。 























14 74 T さて，今までずっと同じ場面
の問題を扱ってきたことに
気づいてますよね？ 
14 75 全員 はい。 
14 76 T 何が変わったかというと… 
14 77 Yu 量 
14 78 T これはね，別に手抜きをして
たわけじゃないよ。 







14 80 Yu はえー。 
14 81 T 速い，でも，それ確かにおっ
しゃる通りだ。 
14 82 Tae 確かに。 












14 85 T ちなみにですな，これ(4/15
から 8/15は)何倍かわかり
ますか？ 
14 86 Yu 2倍。 
14 87 Nao 2倍。 
14 88 T こっち(1/3から 2/3)何倍だ
い？ 
14 89 数人 2倍。 
14 90 T 難しい質問。(4/15から 4/5
は)何倍ですか？ 
14 91 Yu 3倍。 




14 93 Kumi 3倍。 
14 94 T 3倍。 
14 95 T (4/15から 16/15は)何倍で
すか？ 
14 96 数人 4倍。 
14 97 T 4倍。(1/3から 4/3)何倍で
すか？ 
14 98 数人 4倍。 














16 165 Nao 何か質問はありませんか？ 
16 166 T 図で表したところもう尐し
詳しく説明して。 
16 167 Nao 図で表したところ？ 
16 168 Yu えーっと，1/4を掛ける 2し
て 2/4なので，平方メートル
も 2/5を掛ける 2して 4/5。 
16 169 Yu デシリットルを掛ける 3し
て 3/4，で，平方メートルの
2/5を掛ける 3して 6/5で， 












































































Cobb ， P ． ＆ Yackel ， E (1996) ．
Sociomathematical Norms，Argumentation，
and Autonomy in Mathematics．Journal for 







成 15～平成 17 年度 科学研究費補助金
(基盤研究(C)(2))研究成果報告書． 
中村 光一．(2007)．数学授業の相互行為
における数学的対象と価値．日本数学教
育学会誌，89(1)，13-22． 
清水 美憲．(1992)．分数の除法に関する
児童・生徒の認識について．第 25 回数学
教育論文発表会論文集，43-48． 
清水 美憲．(1995)．分数の除法に関する
児童・生徒の認識：その硬直した｢論理性｣
の問題．数学教育学論究，63・64，3-24． 
中村 享史．(1998)．分数の除法における
児童の思考の様相．山梨大学教育人間科
学部研究報告，49，23-30 
能田 信彦．(1981)．子どもの分数学習に
関する研究：指導前と指導後における分
数理解の調査を中心に．数学教育学論究，
37，1-17 
向山 宣義．(2006)．除法の意味理解の指
導の課題と改善：小数，分数の除法を中
心に．日本数学教育学会誌，88(6)，2-9 
後藤 学．(2009)．分数の乗除における代
数的思考の導入．第 42 回数学教育論文発
表会論文集，223-228 
沼野 友宏．(2004)．数学学習における相
互作用過程に関する研究：Sfard の焦点分
析を柱として．上越教育大学大学院学校
教育研究科修士論文． 
松井 守．(2008)．議論のある活動におけ
る中学生の証明する過程について．上越
教育大学大学院学校教育研究科修士論文． 
Giusti，E．(斎藤憲訳) (1998)．数はどこか
ら来たのか 数学の対象の本性に関する
仮説．共立出版株式会社 
 
